平成19年度技術士二次試験（総合技術監理部門）の口答試験の質問内容など

--------------------------------------------------------------------------------
試験日　：2008年1月19日

試験時間：10:00～10:30

試験場所：渋谷フォーラムエイトビル　5階513号室 

--------------------------------------------------------------------------------
技術部門：総合技術監理部門

選択科目：上下水道－上水道および工業用水道

専門事項：上水道計画
--------------------------------------------------------------------------------

経験に関すること
①　経験した業務のどれか１つ（どの業務でもよい）について、５つの管理と関連して説明してください。

⇒経験論文に書いた○○県の地震防災について説明。

②　安全と費用の折り合いをどうつけたのか？

⇒財政収支の検討を行い、経営に支障のない予算のなかでの対策としたこと、予算不足となるものについては、事後対策（応急復旧）で対応できるよう、計画をたてたことを説明。

③　当該事業の料金収入はどのくらいか？

⇒覚えていません。

④　当該事業の職員の数は？

⇒概ね２００人程度と回答。

⑤　情報管理、特に情報公開で留意したことは？

⇒問題となることはなかったと回答。

専門知識に関すること

⑥　HACCP(ハセップ)について説明してください。

⇒分かりません。

⑦　水安全計画について説明してください。

⇒水源から蛇口までの全ての過程において、水質管理を実施することと回答。

⑧　浄水場の運転管理などの第三者委託では、受託者は水道技術管理者を置かなければならない。なぜか。また、水道技術管理者の役割は？

⇒水道技術管理者には定期・不定期の水質検査、技術基準の適合状況の確認、職員の健康診断などの役割があり、技術上の業務を受託する場合は、これらを責任を持って管理することが必要であるためと回答。

技術士法に関すること

⑨　最近、技術者倫理が問題となる事件が多いが、なぜ多くなっていると思うか？

⇒企業間の価格競争が激しいこと、個人の倫理意識の低下と回答。

⇒試験官から、「内部告発に対する抵抗が少なくなっていること、また、内部告発する手段（インターネットなど）が多いこともあると考えます」と補足があった。

⑩　企業の方針と技術者倫理が相反する場合、あなたはどう行動しますか？

⇒公益の確保を第1に考える⇒情報の技術的正確性を確認する⇒企業への公開要求⇒だめなら内部告発、と回答。

